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名から 120 名を調査協力者とし、各研究 22 名から 31 名を実験協力者とした研究を実施している。研究
1 では質的検討を行い、大学生の心配の内容、コントロール方略、心配が制御困難になる要因について検
討した。著者は、研究 2 から 4 までで、心配に関連した注意バイアスの測定方法を開発した。そして、
研究 5 では、心配に関連した注意バイアスを修正する自助的なツールを開発しその効果を検討した。 
(結果) 著者は、第 5 章(研究 1)で大学生の心配の内容を分類し 12 種類であることを実証した(分析 1)。




 著者は、第 6 章(研究 2～4)で、心配に関連する注意バイアスの測定方法を開発した。まず、先行研究
のメタ分析を実施し、最適な課題として修正視覚探索課題、刺激として言語刺激、刺激の内容は心配語
の有用性が高いことを示した。研究 3 では研究 1 のデータを援用し心配語のリストを作成した。著者は、
研究 4 で、研究 3 の心配語のリストを用いた修正視覚探索課題を開発した。そして、著者は心配傾向の
高い者は、心配語に対してより早く反応する「注意の促進のバイアス」と、心配語から意識を追い払い




























れる可能性を 2 分析で実証した。これは他に類を見ない独自な視点を有しており高く評価できる。 
2020 年 1 月 24 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（カウンセリング科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
